
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
便
り
第
5
回

松
崎
　
寛

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
本
部
造
船
・
船
舶
解
撤
／

I
T
C
・
電
機
・
電
子
部
門
担
当
部
長
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制
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
う
し
た
意
味
で
、

今
回
の
統
合
に
よ
り
多
様
性
の
富
む
本

部
書
記
局
体
制
に
な
っ
た
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
写
真
下
）

　

た
だ
、
本
部
書
記
局
の
な
か
で
、
ア
ジ

ア
人
は
39
名
中
わ
ず
か
２
名
（
日
本
人
の

私
と
韓
国
人
）。ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域（
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
定
義
で
は
、
東
ア

ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
、
お
よ

び
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
）
の
加
盟
組
織
数
が

Ｉ
Ｍ
Ｆ
時
代
の
48
か
ら
約
1
7
0
組
織

に
増
加
し
、
今
後
最
も
教
育
活
動
や
組
織

化
に
力
を
入
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
地
域
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
私
自

身
、
ア
ジ
ア
人
２
名
と
い
う
人
数
は
明
ら

か
に
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
東
南
ア
ジ
ア
事
務
所

（
所
在
地
：
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
と
南
ア
ジ

ア
事
務
所
（
所
在
地
：
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・

グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の

本
部
書
記
局
体
制

　

６
月
18
〜
20
日
、国
際
金
属
労
連
（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）
は
そ
の
1
1
9
年
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
、
国
際
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
鉱
山

一
般
労
連
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
）
お
よ
び
国
際
繊

維
被
服
皮
革
労
組
同
盟
（
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
）
と
統
合
し
て
、
5
0
0
0
万
人
の

組
合
員
を
有
す
る
大
製
造
業
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
「IndustriA

LL G
lobal 

U
nion

（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー

バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
）」（
以
下
、
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
）
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
本
稿
で
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
本
部
の
新
書
記
局
体
制
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
様
性
に
富
む
本
部
書
記
局

　

こ
の
度
の
統
合
で
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

に
あ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
事
務
所
を
年
内
に

改
装
し
て
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
本

部
事
務
所
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。（
改
装
期
間
中
は
、
同

じ
く
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
旧
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ

本
部
事
務
所
も
併
用
。）
統
合
直
前
の
Ｉ

Ｍ
Ｆ
本
部
は
24
名
体
制
で
し
た
が
、
統

合
後
は
、
役
員
４
名
、
部
長
以
下
ス
タ
ッ

フ
35
名
の
計
39
名
と
な
り
ま
し
た
。
役

職
員
全
員
を
あ
わ
せ
る
と
、
出
身
国
数

は
18
カ
国
、
書
記
局
内
で
扱
う
こ
と
の

で
き
る
言
語
は
約
15
カ
国
語
に
の
ぼ
り

ま
す
。
1
4
0
カ
国
を
カ
バ
ー
す
る
こ

と
に
な
っ
た
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に

と
っ
て
、
３
組
織
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や

強
み
を
生
か
し
て
労
働
運
動
の
相
乗
効

果
を
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
異
な
っ

た
文
化
や
組
合
活
動
の
相
違
を
理
解
し
、

な
る
べ
く
多
く
の
言
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
体
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わ
け
「
広
報
」
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ニ
ュ
ー
ス
や
情
報
を

迅
速
に
発
信
す
る
た
め
、
加
盟
組
織
や
労

働
活
動
家
が
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（
フ
ェ
ー
ス

ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
の
拡
充
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
書
記
長
コ
ー

ナ
ー
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
所
属
す
る
「
産
業
・
多
国
籍
企
業

政
策
」
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
時
代
の
８
部
門
か

ら
15
部
門
（
そ
の
ほ
か
に
部
門
横
断
的
グ

ル
ー
プ
と
し
て
２
部
門
）
に
増
え
、
こ
れ

に
よ
り
各
部
門
と
の
情
報
交
換
や
活
動

に
関
す
る
連
携
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

私
の
担
当
の
１
つ
で
あ
る
造
船
・
船
舶
解

撤
部
門
の
例
を
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
造

船
・
補
修
、
船
舶
解
撤
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

み
な
ら
ず
、
原
材
料
を
掘
り
出
す
鉱
業
か

ら
素
材
金
属
、
船
の
エ
ン
ジ
ン
や
部
品
を

担
当
す
る
機
会
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を

含
め
、
船
舶
の
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま

で
」
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
、
産
業

政
策
を
考
え
る
う
え
で
役
立
っ
て
い
ま

す
。
３
組
織
の
統
合
に
よ
っ
て
、
製
品
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
全
製
造
工

程
の
職
場
を
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

１
組
織
の
み
で
網
羅
で
き
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用
し
て
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
労
働
組
合
権
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
組

デ
リ
ー
）
を
通
じ
て
活
動
強
化
を
図
っ
て

い
く
予
定
で
す
が
、
同
地
域
の
加
盟
組
織

に
よ
る
今
後
の
人
材
育
成
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

新
本
部
機
構
と
統
合
の
メ
リ
ッ
ト

　

新
た
な
本
部
機
構（
図
表
）は
、書
記
長

を
書
記
局
の
総
責
任
者
と
し
、
書
記
次
長

３
名
が
「
産
業
・
多
国
籍
企
業
政
策
」、「
労

働
組
合
権
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
組
織
化
・

組
合
構
築
」、「
総
務
・
財
政
」
の
３
グ
ル
ー

プ
の
責
任
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し

ま
す
。「
広
報
」
と
「
地
域
事
務
所
」
は

書
記
長
直
轄
の
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
と
り

織
化
・組
合
構
築
」グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、

統
合
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
明
ら
か
で
す
。

具
体
的
に
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
が
行
っ
て

き
た
繊
維
・
被
服
部
門
に
お
け
る
リ
ビ
ン

グ
ウ
ェ
イ
ジ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
発
展
途
上

国
に
お
い
て
操
業
す
る
多
国
籍
企
業
に
対

し
生
活
賃
金
を
約
束
さ
せ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
。
主
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
が
対
象
）を
金
属
部
門
に
お
い
て
も

広
げ
る
活
動
を
す
で
に
開
始
し
て
い
ま
す

し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
を
中
心
に
行
っ

て
き
た
オ
フ
・
ザ
・
ポ
デ
ィ
ウ
ム
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン（
反
労
組
的
な
行
動
を
取
る
リ
オ
・

テ
ィ
ン
ト
社
は
2
0
1
2
年
ロ
ン
ド
ン

五
輪
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
、
メ
ダ
ル
鋳
造
用

金
属
の
99
％
を
供
給
し
て
い
る
た
め
、
同

社
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
か
ら
の
撤

退
を
要
求
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
賛
同

組
織
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
も
、多
種
多
様
な「
動
物
園
」

の
様
相
を
呈
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
統
合
で
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
本
部
は

更
に
多
種
多
様
と
な
り
「
サ
フ
ァ
リ
パ
ー

ク
」
に
発
展
し
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

肉
食
系
、
草
食
系
な
ど
（
笑
）
多
様
な
人

材
が
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
活
動
を
進
め
て
い
こ
う
と
努
力
し
て

い
ま
す
。
私
も
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
の
一
員

と
し
て
、
組
合
員
の
皆
様
を
常
に
魅
了
し

て
い
け
る
よ
う
な
仕
事
を
心
が
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

インダストリオール本部書記局機構

書記長

地域事務所書記次長 書記次長 広報

産業
・

多国籍企業
政策

労働組合権
・

キャンペーン
・

組織化
・

組合構築

総務・財政

ロシア・モスクワ
CIS諸国

南アフリカ・ヨハネスブルグ
東部・南部アフリカ

インド・ニューデリー
南アジア

シンガポール
東南アジア・太平洋

ウルグアイ・モンテビデオ
ラテンアメリカ・カリブ

書記次長

CIS諸国

東部・南部アフリカ

南アジア

東南アジア・太平洋

ラテンアメリカ・カリブ

松
崎
　
寛  

ま
つ
ざ
き
・
か
ん
　

１
９
９
８
年
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
に
入
局
。
国
際
局
、
政

策
局
で
主
任
と
し
て
産
業
政
策
、
環
境
政
策
の
立
案

を
は
じ
め
海
外
労
使
紛
争
防
止
ツ
ー
ル
の
作
成
な
ど

に
活
躍
。
２
０
１
０
年
９
月
１
日
か
ら
家
族
同
伴
で

Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
に
赴
任
。
12
年
６
月
か
ら
は
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
本
部
に
。
現
在
の
担
当
役
職
は
、
産
業

政
策
・
多
国
籍
企
業
政
策
グ
ル
ー
プ
の
造
船
・
船
舶

解
撤
／
I
T
C
・
電
機
・
電
子
部
門
担
当
部
長
。


